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１．研究の背景

日本では、明治期、洋風諸技術の受容に伴い、西洋風

の建物が、全国に建てられた。その中でも特に在来技術

者である大工棟梁により、「みようみまね」で建てられ

た建築は、擬洋風建築と一般に呼ばれている。擬洋風建

築は、尾山神社神門をはじめとする伝統的歴史を持つ、

宗教施設にまで建設されるようになった。そこで、本稿

では明治15年（1882）の建設以来、大きな改修の行われ

ず、創建当初の姿を残す生駒山宝山寺獅子閣の調査、研

究を同研究室在籍の田中昭臣君とおこなった。宝山寺は

創建以来、民間信仰、現世利益など大衆的な信仰の特徴

を持ち、水商売の神として、大阪近郊の人々に親しまれ

ている寺で、近世文書、境内絵図などの資料が豊富に残

されている。
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２．研究の目的

　獅子閣に関する既往の研究としては、福田晴虔、西和

夫が行っているが、いずれも、建物単体としての評価で

ある。そこで、今回の研究では近世以降の文書を読解し、

伽藍配置の復元分析を行い、当建築が寺院という宗教空

間においてどのような性格の場所に建てられたのか、獅

子閣と宗教、獅子閣と他の宗教建築との有機的な関連の

考察を行う事が目的である。

３．復元図による伽藍配置の分析

・境内の分析

聖天堂移動前1805年（図1）

ア． 本堂の本尊不動明王と弥勒菩薩像は、ともに大日如

来の化身という本地の関係であり、不動明王の指示

によって、弥勒菩薩の安置場所が決定されている①。

それによって構成される軸は南門を向いてお 　　　

り、当時あったと考えられる大坂道②からの参拝者を 　

　　意識した構成を取っている。

イ． 本堂、聖天堂、虚空蔵堂は一直線に配置され、また、

それぞれの正面は同方向を向き南面し、軸線を構成

している。本堂の不動明王、聖天堂の歓喜天は一般

に現世利益の神であることは有名であり、虚空蔵院

の虚空像菩薩について、「（不動）明王指南」の結

果、「先地ヲ開キ」、「極重惡人（中略）虚空蔵菩薩

ハ件乃郡類ヲモ洩スコトナク救護セム」③という記述

が残されていることから、場所は、不動明王によっ

て決定、仏の性格は、現世利益の大衆的な仏である。

このことから、この軸線は宝山寺の宗教的な特徴で

ある大衆性をより強調したものである。

　山岳寺院という立地条件に制約ある場所ではあるが、

それぞれの二つの軸線は、ともに参拝客、民衆に対する

意図を多く含んだ密度の高い宗教空間を構成している。

　　　　　　　　図1　宗教的軸線

聖天堂移動後1805年

　聖天堂移動は、拝殿を併設するためのスペース確保の

ためと考えられるが、移動後、本堂と並列するようにな

り、イの軸線は崩れるものの、民衆と積極的に関係を持

つ歓喜天の信仰が盛んになる時代を反映したもので、い

ずれにせよ、宝山寺の大衆的な宗教的性質を示している。
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　　　　　図２　宗教的空間と私的空間

・獅子閣の敷地について

　獅子閣は明治３1年（1888）の「宝山寺縁起」④では、

東洋美術史家フェノロサによって「其ノ精妙ヲナルヲ賛

美」した事を伝え、懸造り部分を「構造美麗」として、

当時の人が懸造りを美的なものとして評価していること

が解る。そのような参拝者の目をひくようなデザインか

ら宝山寺の看板、宣伝の役割を果たしていた事を示して

おり、その性質は、歓喜天信仰に見られるような民衆と

積極的な関係をもつものである。

　以上のような性格をもつ獅子閣が建つ理由には、その

敷地の宗教的意味合いの希薄さがあげられる。というの

も、本堂の東北の敷地は、当初より、宗教的な役割を持

った建物は少なく、前述の本堂などのある宗教空間とは

著しいコントラストをもっていた。唯一の宗教建築であ

った愛染院も「南妙軒（二間・五間半）」「愛染院（二間・

三間半）」と記され⑤、梁行きが両方２間であることと、1802

年の絵図には、南妙軒の名前があるが、愛染院は描かれ

ていない事から、愛染院寮舎である南妙軒と同じ軒であ

ったと考えられる。つまり、仏殿として単独で存在して

いたわけではなかった。その愛染院も南妙軒、ともども

文久３年（1863）の火災により焼失、以後、建替はなさ

れていないことから、宝山寺における、重要性は比較的

少なかったと考えられる。以降、唯一の宗教建築であっ

た愛染院もなくなり、ますます、宗教的意味合いは薄く

なり、客寮、経蔵、庫裡などの寺の私的な空間として使

用されている。

　明治31年（1898）に宝山寺は境内の風水鑑定⑥を行っ

ており、獅子閣の位置を鬼門であると指摘している。獅

子閣はそれより16年前に建てられているが、この土地は

以前、獅子閣の前身、花の寮と花の寮の前身と考えられ

る南妙軒が建っていたが、南妙軒は火災、花の寮は「大

破⑦」などの被害を受けている。また、風水鑑定の敷地図

では、獅子閣東北をあけて建設され、倉と獅子閣によっ

て東北方向へいけないようにして塞いでいる。江戸の東

北は日常生活と違う異質な吉原を鬼門封じとして計画さ

れたと考えられていることから⑧、獅子閣も度重なる被害

に対して、鬼門封じの役割を帯びて、洋風の意匠をもつ

奇妙な建物を計画した可能性がある。また、鑑定の依頼

人の名前として、当時の住職の他に、獅子閣を建設した

前住職乗空和尚の名がある事から、獅子閣という西洋の

文脈を含んだ建物を寺に計画したのを気にかけていた事

を示唆するものとも考えられる。以上から論ずるに、獅

子閣の建設された敷地は宗教空間から切り離された、い

わば、「はなれ」の空間であった。

宝山寺で見られた「はなれ」的な要素は、他の宗教施

設の擬洋風建築においてもみる事ができる。尾山神社に

おいては、それは灯台の機能を持つ門であり、光尊寺で

は説教所、法泉寺では集会所、興福寺六角堂は本尊移動

まえの仮遷座の場所として、擬洋風建築が建設されるよ

うになった。それらに共通するのは、伝統的宗教建築群

における周辺施設としての擬洋風建築であったといえる。

結論

　すでに述べたように、獅子閣の建設された敷地は宗教

空間から切り離された、「はなれ」の空間であった。こ

のような宗教的空間と私的空間との相互関係から類推で

きるのは、獅子閣のような非宗教的要素を、宝山寺にお

ける総合的な伽藍配置にも反映させることによって、む

しろ大衆との積極的な関係が保ちえたであろうことであ

る。

　獅子閣における大衆性の所在が明らかにされねばなら

ない所以である。
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